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様式３ 

会   議   録 

会議名 

（審議会等名） 
令和５年度 第 1回新磯公民館運営協議会 

事務局 

（担当課） 
生涯学習部 新磯公民館 電話 046-256-1900 

開催日時 令和５年７月２７日（木曜日） 午後７時００分～８時３０分 

開催場所 新磯公民館 ２階 大会議室 

出 

席 

者 

委 員 １８人（別紙のとおり） 

その他 ０人 

事務局 ３人（館長代理 他２人） 

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 ０人 

公開不可・一部

不可の場合は、

その理由 

 

会議次第 

１ 開 会 

２ 委員の委嘱及び会長あいさつ 

３ 公民館の概要 

４ 議題及び報告等 

（１） 令和５年度新磯公民館の現状と事業計画について 

（２） 新磯公民館表彰規定に基づく被表彰者選考委員会の委

員について 

（３） 公民館長推薦委員会の設置（案）について 

（４） 自主企画提案事業について 

 ５ 情報交換 

 ６ その他 

 ７ 閉 会 

 



2 

 

協 議 経 過

主な内容は次のとおり（○は委員の発言、●は事務局等の発言） 

 

１ 開会 

館長代理より開会宣言。 

 

２ 委員の委嘱及び会長あいさつ 

  全委員に委嘱状を交付した。２３名の委員のうち、６名が新規選出者。 

  名簿案（役職付き）について、承認された。 

  全員の自己紹介の後、幟川会長（館長）があいさつを行った。 

 

 ３ 公民館の概要 

   館長代理から、職員体制、運営組織等について説明があった。 

 

 ４ 議題等 

幟川会長の進行により会議が進められた。 

（１） 令和５年度新磯公民館の現状と事業計画について 

館長代理から最近の公民館運営状況、利用団体、減免団体等について説明

があった。 

〇利用状況について伺いたい。免除団体の利用比率（４７％）について、 

他公民館の比率はどうか？ 

●３０％未満の公民館が多いのが現状です。 

 会長から事業計画については、専門部の皆さんには熱心に実施していただ

いている。その後、専門部各部長等から追加説明をしていただいた。 

〇文化部では、年々部員が増え、現在１８名で活動している。継続できるも

のは３年サイクルくらいで実施していきたいと考えている。１０月に「ステ

ージあらいそ」を控えている。今回は初めて有料チケットとしている。 

〇体育部では、年間で大きな事業を２つ実施している。部員だけでなく、他

団体にも協力をいただいている。コロナのブランク（中止）は大きく、地区

レクは現在内容について検討、修正をしている状態。体力増強、ふれあいの

場となるよう検討をしている。 

●３年休止しており、自治会などはトーンダウンしている印象。地区レクの

在り方について調整中。ご意見等あれば頂戴したい。 

〇健康元気部では、今年から部長の交代があり、２名の健康づくり普及員さ

んが加わった。年間を通しての元気倶楽部実施のほか、夏休みは子どものボ

ッチャ教室を計画している。 
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   〇青少年部では、１３名の部員で活動している。学校では学ばないようなこと、

家庭ではできないようなことを実現する体験型の事業を行っている。主に幼児

から小学生を対象に企画している。ジュニアリーダーの育成につながることも

期待しているほか、事業での経験が健全な成長の一助になれば嬉しいと思って

いる。 

●年間を通して季節に合わせたイベントを計画していただいている。こどもま

つりも計画されており、小学校のほか、幼稚園・保育園・中学校にも作品提供

で協力をいただいている。 

〇広報部はホームページと館報、それぞれの担当に分かれて、作業をしている。

ホームページは毎月情報発信をしている。館報は年間４回発行。生き生きとし

た記事となるよう心がけ、編集を行っている。事業だけでなく、地域のことな

どで取り上げて欲しいことがあれば声をかけて欲しい。 

 

●館報は例年コンクールで受賞、ホームページも全国で入賞している。 

〇利用者協議会は、利用サークルと公民館の間を取り持つ役目と思っている。 

 

●トラブルがないのは利用協のお陰である。花壇整備も行っていただいている。 

〇家庭教育講座はどのようなものか？学習・文化の枠内にあるので、文化部の

事業か？ 

 

●高齢者学級や成人学級などと同様、専門部でなく公民館直営で行っている。

今年度１１月ごろを予定してはいるが、まだ先になりそうである。学習・文化

の枠には文化部と直営が混在している。 

 

（２）新磯公民館表彰規定に基づく被表彰者選考委員会の委員について 

館長代理から説明があった。 

選考委員会の委員任期は２年。 

 

（３）公民館長推薦委員会の設置（案）について 

  館長代理から説明があった。 

推薦委員会設置案と選出方法について承認された。 

 

（４）自主企画提案事業について 

館長代理から説明があった。 

   ○募集は、いつ頃行なわれていたのか？ 

●回覧やホームページ、利用協総会で募集周知、６月末が締め切りであった。 

   

（○は委員の発言、●は事務局等の発言） 
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 ５ 情報交換 

〇地区レクについてはご意見等あれば、実行委員が始まるお盆過ぎまでは、公

民館に連絡をいただきたい。 

６ その他 

   次回の運営協議会開催は、９月～１０月を予定している。 

 

７ 閉会 

  穂苅副会長から「本日から運営協議会委員としてスタートです、皆さんよろしく

お願いします」、との挨拶をもって閉会した。 

（○は委員の発言、●は事務局等の発言） 
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新磯公民館運営協議会委員出欠席名簿 
敬称略、順不同 

Ｎｏ 氏   名 役 職 等 出席 

1 幟川 泰夫 新磯公民館 館長 出 

2 穂苅 健二 新磯地区自治会連合会 会長 出 

3 佐々木 隆 新磯小学校 校長 出 

4 金子 温 相陽中学校 副校長 出 

5 千田 聡子 新磯小学校ＰＴＡ 会長 欠 

6 島田 大輔 相陽中学校ＰＴＡ 副会長 欠 

7 中村 まり 地区子ども会育成連絡協議会 副会長 出 

8 山口 和夫 地区社会福祉協議会 会長 欠 

9 佐田 昌史 地区民生委員児童委員協議会 会長 出 

10 金野 みどり 女性団体代表 欠 

11 荒井 優子 新磯観光協会 副会長 出 

12 磯崎 守志 地区老人クラブ連合 副会長 出 

13 藤野 亙由 新磯商盛会 会長 欠 

14 難波 稔 公民館文化部 部長 出 

15 富田 清重 公民館体育部 部長 出 

16 阿部 和夫 公民館青少年部 会計 出 

17 比嘉 敏恵 公民館健康元気部 部長 出 

18 早川 美幸 公民館広報部 部長 出 

19 川島 泉 公民館利用団体協議会 副会長 出 

20 早田 栄 新磯高齢者支援センター センター長 出 

21 守屋 樹 新磯こどもセンター 館長 出 

22 曽我 幸央 相模原南児童ホーム 所長 出 

23 太下 なおみ 公募委員 出 

 


